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速させている。2004 年 2 月の「科学技術と社会に関
する世論調査」(1) を見ると、前回 1998 年の調査結果
に比べて、科学技術についてのニュースや話題への関



























































































けを知る。その後は、学生メンバー 9 人と著者たち 2
人のミーティングを週 1回のペースで学内で計 6回開
























日までの 6 週間に投稿されたメールの数は、530 通に
及んでいる。特に、直前の 2 週間は、1 日のメールの
数が連日数十を超え、学生にとっては、気の抜けない
日々が続いた。












































































































る 2004 年 5 月、本学大学院の教育学研究科の学生が
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